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所長挨拶

   ishoken（多治見市陶磁器意匠研究所）は 1959 年 10 月に、その前身である組合立の美濃焼上絵
付研究所が多治見市に移管され発足しました。1960 年 3 月に ishoken の研修プログラムを修了し
た第 1期生が卒業して以来、1,000 名を超える若い人財が巣立ち、陶芸家やデザイナーとして活躍
しています。

  ishokenのある多治見市は、隣接する土岐市、瑞浪市とともに「美濃焼」という日本最大の陶磁器産
地を形成し、日常食器から建材としてのタイル、織部・志野に代表される茶道で用いられる抹茶
茶碗、さらには芸術表現としての立体造形作品まで、さまざまな陶磁器を生み出してきました。
その歴史は古く、７世紀初めに生産された須恵器にはじまるとされ、今日まで 1,400 年にわたり陶
磁器生産を続けています。

  さらに、その長い歴史と伝統の上に、1986 年に第 1回国際陶磁器展美濃を開催し、世界各国から
数多くの作品を出品していただきました。以来、「土と炎の国際交流  From You, From Now, From 
Here.」として 3年毎の開催を継続し、2024 年には 13 回目を実施したところです。過去、大勢の
修了生がグランプリを含む各賞を受賞しています。

  多治見市は陶磁器の魅力を世界に向けて発信し、陶磁器産業に携わる人々や陶芸家を志す若者が
世界中から集まるまちを目指しています。これまでに、海外 50 ヶ国（JICA 協力 33 ヶ国、短期特
別研修 12 ヶ国を含む）から研究生を受け入れてきた実績があります。是非、産業・文化両面で世
界の陶磁器をリードするこの多治見市の ishoken で学んでみてはいかがでしょうか。皆さんの陶磁
器にかける熱い思いを、心よりお待ちしております。
                                                                                                           多治見市陶磁器意匠研究所　所長　中島晴美  



多治見市陶磁器意匠研究所 研修課程の２つの特徴

1. 多彩な技術の習得
   美濃焼の特色は、他のやきもの産地と比べ、多様なやきものの
技術を備えていることです。現在の美濃焼は、素材の面では陶
器と磁器の両方を生産し、生産技術はロクロによる手作りか
ら型を使った量産まであり、下絵・上絵の絵付け加飾もあり、
作られるやきものも洋食器・和食器、伝統的な作品から現代
陶芸まである、そのバリエーションの豊かさはやきもの産地の
なかでも希有な存在です。多治見市陶磁器意匠研究所は、美濃
焼の特色である多彩なやきものの技術をベースに、幅広い技術
について研修できるカリキュラムと設備を用意しています。

2. 新たな時代を切り開く創作力
   やきものづくりを学ぶ事について、「伝統的な技術の継承」
というイメージを持たれる方も多いと思います。多治見市陶
磁器意匠研究所ではやきものの技術や知識を単に習得するだ
けでなく、それらを現代の視点から改めて見つめ直す事を大切
にしています。どのコースにおいても共通した方針は、「やきも
のの特性を着実に踏まえ、かつ現代性を備えたやきもののあり
方を探る」事です。それを基に、「オリジナリティーがあって、
しかもやきものでしか表現できない」そんな作品を生み出す力
を身につけて欲しいと考えています。

 Work by Jeong Hahyeon



Tajimi City Pottery Design and Technical center

2-77, Misaka-cho, Tajimi-shi, Gifu, 
507-0803 Japan 

+81-572-22-4731
https://www2.city.tajimi.lg.jp/ishoken/
ishoken-jinzai@city.tajimi.lg.jp
ishoken.ceramic

Application
Guideline

／ （ ： ）
／ （ ： ）

コース概要
多治見市陶磁器意匠研究所には、デザインコース・技術コース、セラミックスラボの３つのコース
があります。デザインコース・技術コースは２年制のコースです。セラミックスラボは１年制のコー
スで、やきもの作りの基礎を既に習得されている方を対象にしています。セラミックスラボは日本
人の方を対象とした通常選考と、外国人の方を対象とした「外国人特別選考」の募集を行います。

セラミックスラボ／外国人特別選考
研究生各自が持つ制作のテーマに沿って、1年間じっくりと制作・研究を行います。
国際的な環境で各自の研究を深め、世界で活躍する人財を育てるコースです。

  ］月7～4 ：間期修研［ 作制期前：題課
う行を示展び及作制たせわ合に容内究研※　 ］月2～8：間期修研［ 作制業卒　　　

研究生実習用設備
【焼成関係設備】ガス窯（1.0 ㎥）／ガス窯（0.4 ㎥）／電気窯（30kw、20kw、15kw、10kw）／
上絵 撹漿泥 ／ 台 2  機錬土空真 ／ 台 03  ロクロ動電】備設係関形成【  ）wk3、wk5（窯気電用
拌機  2 台【石膏関係設備】 石膏ロクロ 10 台／石膏真空撹拌機　【施釉関係設備】施釉吹付ブース
／コンプレッサー【原料調合関係設備】ポットミル【デザイン関係設備】コンピュータ 6 台／３D
プリンター／３Dスキャナー
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募集内容
１．研修期間／１年間（2027.4 ～ 2028.3）
　　ただし、市長が特に適当と認めた者は、引き続き次年度に限りセラミックスラボ研究生として再
　　入所することができる。
２．定員／ 5人程度
３．入所資格　
　　(1) 年齢満 20 歳以上満 40 歳以下の者
　　　 （1986 年 4 月 2日から 2007 年 4 月 1日までに出生の者）
　　(2) デザインコースを修了した者又は技術コースを修了した者若しくはこれらの者と同等程度の
           知識及び技能があると認められる者
　　(3) 養成科目に関する業務に従事し、又は従事しようとする者
　　(4) 品行方正であって、研究に熱意を有する者
　　(5) 外国籍を有する者であって、日本滞在歴が概ね通算７年以下である者
　　　＊日本語または英語で意思疎通ができる者
４． 出願方法
　　外国人特別選考出願者の入学試験は書類審査（メールに添付して提出）となります。
５． 研修費
　　(1) 実習料／ 242,000 円（年額）
　　(2) 入所料／ 127,500 円（入所支援料 65,000 円含む）
　　(3) 外国人生活支援手数料／ 120,000 円（研修滞在中の生活及び活動の支援）
　　(4) 外国人特別実習料／ 120,000 円（日本の陶芸や文化に関する特別実習を実施）
　　　＊一旦納入された上記研修費は返金できません。
　　　＊上記研修費の納付時期は入所式以降となります。
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受験方法・募集日程
１．スケジュール　募集開始　2026年  9 月  1 日 ）03:8   間時本日（  
　　　　　　　　　募集締切　2026年 10月  2 日 ）00:71間時本日（ 
　　　　　　　　　合格発表　2026年 10月  30日
２．出願書類
　　＜全てPDF形式で Email に添付のうえ提出＞　提出締切 2026年10月 2日（日本時間 17:00）
　　※全ての出願書類は英語もしくは日本語で書かれていること
　　１. 入所願書【当所所定の様式】 　

）歴学終最（ 書明証込見業卒は又書明証業卒 .２　　
　　３. 成績証明書（最終学歴）
　　４. 健康診断書（当所所定または同一検査項目の医療機関発行のもので 2026年4月以降発行のもの）
　　５. 推薦状（大学の担当教授、師匠など）　※推薦者の経歴を記載すること 　　
　　６. 経歴業績一覧《CV》（Ａ４サイズ両面刷り一枚以内）　
　　７. パスポートのコピー（身分証明と出入国の全記録）　
      ８. 書類審査提出書類
　　　（１）小論文①「自身の制作姿勢について」（Ａ4サイズ両面刷り一枚以内）
　　　　　  小論文②「陶磁器意匠研究所で取り組む研究テーマ」（Ａ4サイズ両面刷り一枚以内） 
　　　（２）作品写真一覧【当所所定の様式】　　　　　  
　　　（３）作品写真５作品（各作品３カット）
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以降発行のもの）

合格後の手続き
意匠研究所は日本の学校教育法に則った学校ではありません。研修期間中は「留学ビザ」で
はなく「文化活動ビザ」での滞在になります。合格者は来日前に「文化活動ビザ」を取得し
てください。

＊合格者は、日本入国のために「ビザ」が必要になります。
＊「文化活動ビザ」の取得には「在留資格認定証明書（ＣＯＥ）」の発行が必要になります。
＊「ＣＯＥ」の発行申請は、当所が代理で行いますので「指定の申請書」と「必要な書類」を提出
   してください。
＊発行された「ＣＯＥ」は、当所から合格者に送付しますので、合格者において「文化活動ビザ」
　の申請を行ってください。
＊手続きの詳細については、合格通知後にメールでご案内します。
＊「文化活動ビザ」では、日本での就労（作品の販売を含む）は禁止されています。
   したがって、1年間の研修費と生活費として最低でも 1,950,000 円をご用意ください。
＊来日後の生活に関する各種手続きや滞在先確保の支援を行います。

＜意匠研究所の入所に関する連絡先＞
多治見市陶磁器意匠研究所
〒507-0803 岐阜県多治見市美坂町２７７
Email:  ishoken-jinzai@city.tajimi.lg.jp
https://www2.city.tajimi.lg.jp/ishoken/08_admission/int_top.html
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